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　　Abstract :　Several Cretaceous strata, as yet no correlated indetail, are located sporadical-
1y in Gokase area of Miyazaki Prefecture, Kyusyu. Recently we collected many molluscan
fossils from the two strata｡
　　The Kasabe Formation, composed mainly of coarse grained sandstones and conglomerates
inserted thin sandy mudstones, are characterized by the occurrance of the Aptian type bi-
valves.　Ｂａｋｅｕellia　(,Ｎｅｏｂａｋｅｕellia)ps udoros£rat a suggesting to Albian age was collected
from the Shibanomoto Formation consisted mainly of dark-grey mudstones｡
　　The Kasabe Formation is undoubtedly correlated with the lower part of the Hibihara For-
mation of the Monobegawa Group in Kochi Prefecture. ０ｎ the other hand, the Shibanomoto
Formation is probably correlated with the upper part of the Hibihara Formation, and may be
offerable to as ａ easteren enlarging stratum of the Tomochi Formation of Kumamoto
Prefecture.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　は。じ　め　に
　宮崎県の五ヶ瀬町の祇園山の北側には，数帯の粗粒堆積物を主とする白亜系がほぼENE-
ＷＳＷに分布することが知られている（斎藤・神戸, 1954；寺岡, 1970)。しかし産出化石が少な
いうえに，露出の周囲が阿蘇の凝灰岩に覆われている為，隣接する大分県や熊本県の白亜系との構
造関係が不明瞭で，正確な対比がなされず，大半が時代未詳の白亜系であった。今回これらの白亜
系のうちの，五ヶ瀬町笠部付近の笠部層からは多量の，室野東方の芝の元層からは若干の白亜紀貝
化石を得たので，その動物相を紹介し，さらに，その生層序学的意義にづいても言及する。
　　　　　　　　　　　　　　　　２　地質の概要
　寺岡(1970)によれば，五ヶ瀬町付近の白亜系には，南から祇園山シルル系の南山麓に位置する
大石層，祇園山北側の花肖岩体の北に分布する戸川層，戸川層の北側に重なるように分布する笠部
層とその北側の芝の元層，間に先白亜系の岩体を挟んでその北側に並ぶ高畑層，高畑層との間を阿
蘇の凝灰岩で覆われて五ヶ瀬川沿いにわずかに露出する田原層がある。このうち戸川層からは，
Iｓｏｄｏｍｅｒａ　ｓhiｒｏｉｅｎｓiｓ,　1vａtｉｃａ ｓａｎｃｈｕｅｎｓiｓ. Ｃｌａｄｏｐｌｅｂｉｓ ｅｘilifoｒmiｓ. Ｓｐｈｅｎｏｐtｅｒiｓ ｓｐ･などのい
わゆる領石型の貝化石や，植物化石が報告されている（寺岡, 1970)が，他の白亜系からは数力所
212 高知大学学術研究報告第40巻　(1991)
の化石産地は知られるものめ，時代決定に有効な化石は出ていない
自然科学
今回報告する化石産地を含む笠部層と芝の元層について，その地質について考察する。
図１　ｲﾋ石産地位置　　　　　　　　　　　　ノ…………二
１ ：笠部層の二枚貝及び”カキ殼”密集層産地………………2　/りoceramus sp.産地（寺
岡1970,では笠部層と戸川層｛高知統｝の境界よりも戸川層側になる）　３：柴
之元層のＢａｆｅｅｕellia(Neobafeeｕellia）ｐｓｅｕｄｏｒｏｓtｒａtａの産地　Ｒ:笠部層の植
物化石産地　Ｒ：斎藤・神戸(1954),寺岡（18ﾌﾟO）＼によ奇戸川層の領石型汽水
生貝化石産地　　ニ　　　　　　　　　　　　　……………万=jJ
Ａ：　笠部層（寺岡, 1970):笠部層は，五ヶ瀬町笠部付近から同町荒谷にか=けて，ほぼENE-
ＷＳＷに南側を下位に北側を上位に重なるやや急角度め単斜構造を示し，帯状に分布している。
本層の下位（南側）は，東側では戸川層に断層関係で接するとされでいる（寺岡, 1970)。西側は，
花肖岩体と接するが，両者の関係はよく判らない。岩相の分布状況から推定すれば恐らく断層関係
であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧……　……:……:ﾚ‥‥‥　　　　‥
　本層の下半分は，仰岩・砂岩・砂質泥岩が5 －10数メートルごと比繰り返す粗粒岩相を示し，一
般に下位ほど呻岩層が厚くひんぱんに挟まれている。薄］く挟み込まれている砂質泥岩からは，
Cladoplebis sp. Nilsoりa sp.などの保存のよい植物化石が出るノ上半部は，殆ど粗粒一中粒砂岩
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が主で，上部に移るに従い砂質泥岩層が多くなり，映岩層が少なくなる。傑岩は殆ど淘汰の悪い円
映で中粒一粗粒の砂質物を基質にしている。また，映径は，拳大から胡桃大の物が多いが，稀に人
頭大に達する。映種はチャートが主で，花肖岩，緑色凝灰岩も認められる。本層の傑岩は，おそら
くチャネル堆積物として供給されたものであろう。上半部の最上部付近で，むしろ芝の元層との漸
移部とみたほうが適切と思われる地点の砂質泥岩には，厚さ10センチメートル，長さ20メートル程
の二枚貝・巻貝の密集層がある。その上位約５メートルの所にＣｒａｓｓｏｓtｒｅａ ａｆＬｒ-ｙｏｓｅｈｉａａａが密
集した泥岩があり，その付近の泥岩からウニ化石も出る。
Ｂ ：　芝の元層（斎藤・神戸, 1954 ； 寺岡, 1970):芝の元層は泥岩勝ちの泥岩と砂岩が交互する
地層で，五ヶ瀬町宮の原から跡取川にかけて分布する。芝の元層の模式地（宮原付近）と笠部層の
関係は断層関係にあるが，笠部層の上部の泥岩層と，木層の下部から主部にかけての岩相が著しく
似ていることや，両者の構造的な配列から推定しても，木層は，層序的に笠部層の上位に位置する
地層と思われる。
　本層の下部は，やや泥岩がちの中一細粒の砂岩と暗灰色泥岩の互層である。主部は，暗灰色泥岩
を主として，薄い細粒砂岩を挟む。笠部地域の本層主部には，スランプ堆積物と観られる円陣を主
とした厚い傑岩層が観られる。上部は，細かいラミナが発達した暗灰色泥岩が発達し，数層の10－
20cmの酸性凝灰岩や，やや厚い中粒のアルコーズ砂岩を挟む。今回模式地主部の暗灰色泥岩から
Ｓα加叱Ilia (Ｎｅｏｂａｆｅｅｕellia）ｐｓｅｉｉｄｏｒｏｓtｒａtａが，また笠部地域の本層下部（？）から所属不明の
Inoceramusやウニの断片化石が採集された。この部分は，寺岡(1970)によれば笠部層最下部に
あたる。
３　産出化石の考察
笠部層の化石
　笠部層の主要員化石層には，数種の巻貝・十数種の二枚貝と一種の角貝が掃き寄せ状にわずか10
数センチの厚さに濃集している。ｲﾋ石層の基質は中ニ細粒の砂岩からなるが，そのなかに不規則な
レンズ状に厚さ数センチの砂質の暗灰色泥岩が挟まれている。種ないし属名が確認出来た化石を表
１に示す。
　この化石種の中でCostocyrenほｍｉｎｉｍａ，　ＢｒａｃｈｉｄｏｎtｅｓfeocJiienｓiｓは，普通汽水生と考えられて
いる種である。
　二重丸印を伏した種は，高知県の物部川層群日比原層の下半部の粗粒岩相（基底部層・下部層）
（いわゆるトリゴニア砂岩）や，西南日本各地の物部川層群日比原層下半部に相当する地層（例え
ば，高知県佐川地方の四つ白層・徳島県の榜示層・関東地方の三山層・愛媛県の二及層・熊本県の
宮地層など）に共通する種である。その地質時代はアプチアンと考えられている（例えば田代，19
85）。
　丸印を伏した種は，高知県の物部川層群物部層一日比原層下半部にかけて知られる種である。も
ちろん西南日本各地のその相当層から普通に知られる種であり，その地質時代はオーテリビアン後
期からアプチアンまでの長い生存期間を示している。
　×印を伏した種は，物部川層群及びその相当層や，それ以外の下部白亜系，例えば四万十層群堂
ケ奈路層（甲藤・田代, 1978)・南海層群荻野層・神母木層及びその相当層（例えば田代, 1985)・
宮古層群（例えばHayami, 1965-6)・先外和泉層群(Tashiro, 1990)にも知られる種で，ヨーロッ
パを模式にした汎世界的な種でもある○
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　　　　　　　　　　　　　　表１　笠戸層算出化石　＼………………:j………………
　　　　　　　　　　化　石　　　　　　　　………==　　………I…………………=Ｉ
ＯＮｕｃｕｌｏｐｓiｓ(Palaeonucula)i.ｓh.Ｍ.ｏｅｎｓiR(Yabe et Nagao)
○戸ortlanぷa sane加ensis (Yabe et Nagao)………=し……=‥‥‥‥:………
○ＭＲｓｏｓｓａｃｃｅｌｌａ　ａｐ．　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
○召Γachidontes Koc扇面sis Tashiro et Kozai ＼　　‥‥‥　　　‥ﾚ
　Area (Eonavic?a) sp.　　　　　　　　　　　　　　　∧　　　∧
･ＸＧｒ心底（Ｇｅｒｕillio）foｒbeｓｉｏｎａd'Orbign･y　　　/＼　　.　し
ＯＧｅｒｕillaｒia　haｒａｄａｅ（Ｙｏｋｏyａｍａ）　　　ニ　　　≒‥‥　‥‥
07）£ｅｒｏ£rigoniapocillぴormis (Yokoyama)　　　上　　＼
○Ｍｙｒtｅａ? ＫｏｃＫｉｅ几.sisTashiro et Kozai　＼ ＼　………　　…………
○£aevica?ium ishidoense (Yabe et Nagao)　　　I
○Ａｓtａｒtｅ（Ａｓtａｒtｅ)sp. cf. A. (A.) subsenecta Yabe et Nagao
@A. (Ni.ｒ.ｎ.ｎ,i.ｆ＞I.la)sp. cf. A. (N。）ｃｏｓtａtｕｓYabe et Nagao
○ＹａｂｅａｄｅｎｓｅｃｒｅｎｕlatａTashiro et Kozai十万‥‥‥∧……　………ニ＼
○Ｃｏｓtｏｃ＼iｒｅＴＭﾆ１　ｍｉｎｉｍａOhta　　　　　　　　　　ニ
cGoshoraia minima Tashiro et Kozai　‥＼　………jj　　万∧＞
○Ｌｉｎｅａｒia（Iｒｅｄａｌｅｓtａ?)monobeana Tashiro et Kozai
ＯＣａｓt.ｃｏｒｈｕla　tｏｓａｅｎｓiｓKoza 　　　　　　　･..･･.　　　･.･.･･･
　gastropod. sp. Ａ　　　　　　　　　　　　　　･･..･･　　　.･.･.･　.･.･･.・
gastropod, sp. Ｂ
gastropod, sp. C
Dentalium sp.
頻度
com.
com.
??????????????????
com.
rare
rare:･
abun.
abun･．
??????????????｛
com.
abun.
abun.
abun.
rare
　笠部層の二枚貝化石の種属の構成は物部川層群日比原層の粗粒岩相め動物担に近似している。ま
たアプチアン以降に知られる種が大半を占めているので√化石層を含む笠部層の上部は少なくとも
アプチアン以降の堆積物である。また同じアプチアンを含む下部万白亜系官古層群・南海層群・四万
十層群・先外和泉層群とは，汎世界的な種を除き殆ど共通性が無いことから，動物相から観た笠部
層は，物部川層群のアプチアン層の日比原層下部層に対比出来るノ　………万…………二
　日比原層粗粒岩相からは約50種の二枚貝が記載されている(Tashiro and Kozai, 1984-91)。笠
部層からめ種数はその３分の１に満たないけれど＼も√ﾚ日比原層か尚ら………li
Nipponitｒｉｇｏｎｉａ，　Ｍｏｎｏｂｅａｒｃａ，　Ａ几tｈｏＲｊｆａ,ＧりｃｊｉＴＴｉｅｒiｓなどが，笠部層には確認できていない。
笠部層に多いＡｓtａｒtｅは,二日比原層ではまれにしか出ないなど√細かく……=みると若干異なっている。
日比原層の浅海相の貝化石密集層も笠部層の場合と同じ様に掃き寄せ状ﾔごあるが，汽水生の貝化石
の混入はまだ観ていない。また化石密集層の基質の岩相宍は,１日比原層は砂岩であjるのに対し，ここ
では炭質物を多量に含む泥岩を小レンズ状に取り込んだ泥質砂岩である。これらの違いは，同一堆
積盆のなかで，死貝が掃き寄せられた堆積場の微妙な違いを示ﾚしているものと思われる。
　この化石密集層の上位にある”Ｃｒａｓｓｏｓtｒｅ♂＆ii.りｏｓｅｆｅｉｅｎｓiｓのみめ密集層は日比原層にはま
だ見いだしていないが，関東地方山中の日比原層担当層め三山層=（田代, 199り）には，よく似た密
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集層があり，山中ではＣｏｓ£ｏりrenam函zｎａが混在している。このカキ層のさらに上位の泥質岩か
らはウニ化石が出るので，この部分を含めてさらに上位の泥質岩は純海性の堆積物と観ることがで
き, Inoceramusの産出（所属未決定）もそれを支持する。
芝の元層の化石
　芝の元層からの同定可能な唯一の二枚貝化石３ａ加vellia (Ｎｆｉｏｈａｆｅｃｕellio）ｐｓｅｉｉｄｏｒｏｓtｒａtａは，
殻は開いているが，靭帯部は結合したままの比較的に保存のよい標本である。これまでの本種の報
告は，物部川層群では日比原層の泥質岩層（中部層・上部層・最上部層のうち上部層）の後期アル
ビアッ層から報告されている･(Tashiro and Kozai, 1983)。本種の複式地は，岩手県の宮古層群の
アルビアッ層である。本邦のアルビアンの泥質岩からでる化石は，地層群の違いに拘らず，本種や
Inoceramus, Limat?α,ア『vamussiumなど共通する種が知られている。それはアルビIアンの泥質
岩に知られる種の多くが遊泳性，も七くは遠洋泥底生の貝化石であることにも起因している。泥質
岩優勢な芝の元層がいわゆる宮古海進の残存物であることは確実であろう。また，笠部層との地質
構造的位置関係や笠戸層上部との岩相の類似性から観て，本層は笠部層の上位にあると考えると，
物部川層群日比原層の泥質岩相に対比出来る。
　　　　　　　　４　笠戸・芝の元層と九州の秩父帯下部白亜系の関連について
笠　部　層
　九州の秩父帯では，本地域の東側の大分県犬飼の西南部付近に南側から南海層群・物部川層群・
先外和泉層群の３帯の下部白亜系が分布している。南海層群（山部層）は恐らく鳥の巣層群相当の
”ジュラ系”に非整合関係に重なっている。
　物部川層群（ハイダテ山層群）は，秩父帯中帯（いわゆる黒瀬川帯）を不整合関係で覆っている
(Tanaka, 1989)。
　先外和泉層群（溜水層・小坂層）は臼杵一八代構造線（中央構造線）に隣接してその南側に分布
する。周辺の先白亜系（秩父帯北帯？）とは断層関係にある。また，一部（須久保層）はハイダテ
山層群上に水平に近い低角度の断層関係で分布する（田代ほか, 1980)。
　ハイダテ山層群には高知県物部地域の領石層・物部層に相当する地層（オーテリビアンーバレミ
アッ）がそれぞれ腰越層・ハイダテ層と重なるが，ここでは物部地域でその上位にくる柚ノ木層・
日比原層（バレミアッーアルビアンドに相当する地層はない。ハイダテ層の貝化石には笠部層の化
石のうち丸印を付した比較的生存期間の長い種や×印を付した汎世界的種が共通する。他の２層群
（南海・先外和泉）の化石種とは×印を付した種以外は全く共通性がない。
　本地域の西側の熊本県では八代東方で物部川層群相当の下部白亜系と先外和泉層群の２帯の下部
白亜系が知られている（田代, 1986)。また領家帯に分布する上部白亜系御船層群に相当する見嶽
山層（田村・沢村, 1964)が，笠部西方30km地点に分布している。笠部層の貝化石との共通種は，
見嶽山層（セノマニアッ）には全く無く，先外和泉層群（アプチアンーアルビアン）（八代層・袈
裟堂層：田代・池田, 1987)には×印の種以外はない。
　八代の東方宮地町付近の下部白亜系宮地層の貝化石には×印の種以外でもＰtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ
pocillぴormis, Cos£ocyrena minima･, Por£landia saneんuuensis, Nuc?opsis (Palaeonuc?ａ）
iｓｈｉｄｏｅｎｓiｓなどの共通種が見られる。
　宮地層の貝化石が，物部地域の日比原層の粗粒岩相からの化石と共通することや宮地層の岩相が
きわめて日比原層の下半部に似ていることから，宮地層が物部川層群日比原層の下半部に対比され
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る可能性については，既に田代(1985)の報告がある。　　　し
芝の元層　し　　　　　　　　　　　　　　　　十十
　芝の元層に似た泥質岩優勢の地層は，本地域の西南方熊本県矢部町内大臣付近から砥用町にかけ
て分布する砥用層（アプチアン？－アルビアン）がある。砥用層め基底部付近は,上宮地層に似た傑岩・
砂岩がある。砥用層主部の泥岩からは，数種のアンモナイトのほか，高知県物部地域の日比原層の
上半部の泥質岩からでる貝化石との共通種例えば,　ＣｏｓｍｅtＧｄｏｎ
tｏｍｏｃｈｉｅｊｉｓiｓ.Ｐａｒｕａｍｕｓｓiｕｍ
tｏｓａｅ几ｓｅなどがでている。芝の元層から出る唯一の同定可能な種刀心如所ia (Ｎｅｏｂａｆｅｃｕellin）
ｐｓｅｕｄｏｒｏｓtｒａtａが，日比原層から知られること,＼なお，本種がすルビアシに限られている事から，
芝の元層が，砥用層に対比できることは間違いないと思われる。　　　　　十
　なお，砥用層と宮地層の関係については，宮地層が砥用層基底部付近の粗粒岩相部にあたり，両
者を含めて物部地域の日比原層に対比できる宮古海進の残存物であるとする考えもある（田代，
1985)ので，現在までの材料に基づけば笠戸層こと芝の元層は√物部地域今冬の他め西南日本め秩父
帯に分布する日比原層およびその相当層に対比すると考えたぽうが適切であり,＞現在め地理的分布
の位置から考えても矛盾はないと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　し
５　ま と　　め
　宮崎県五ヶ瀬町鞍岡付近の白亜系笠部層は産出化石から，高知県物部地域の白亜系物部川層群日
比原層の下半部の粗粒岩相（アプチアン）に対比できる。また√植物化石に富み，粗粒堆積物を主
とした岩相も，互いによく似ている。
笠部層の北側に分布する白亜系芝の元層は，岩相
相（アルビアン）に対比することが，適当であると
分布する砥用層の東方延長とみることが出来る。
や化石からj4:……=……物部川層群日比原層上半部の泥岩
思われるレなおレ芝の元層は，本地域の西方に
　笠部層と芝の元層は，前者を下位にした一連の堆積層であ＼り1=,j……=西南日本外帯や関東の銚子・秩父
地方の秩父帯の北側（秩父帯中帯・北帯）に，/広範囲に分布す希宮古海進の残存物の一つであると
みなせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニノ………111………
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Plate 1
Fossils from the Kasabe Formation (Plate l ）
Figs. l and 2: Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏ几io　ｐｏｃｉｌＵ,foｒmiｓ(Yokoyama)士;恥ΓφＡ;ﾆねght internal moulds, ×1.2
Fig. 3-A; GoshoΓα加肌訟or Tashiro and Kozai: internal㎡ould of right valve, XI.2
　　3-B; Gervillia (Ｇｅｒｕillia)foｒｂｅｓｉａｎａd'Orbigny: internal mould of left valve, ×1.2
　　3-C; Ｃｏｓ£ocyrena minima Ohta: ｅχternal mould of left valve,………X1.2犬△
Fig. 4; GoshoΓα訟刑訴or Tashiro and Kozai: gum cast of right internal mould, ×2
Fig. 5; As£『£ｅ sp. cf. Ａ，ｃｏｓtａtａYabe and Nagao: external moulds of left (Lower) and right
　　　(upper) valves,×I
Figs. 6 and 7; Ｇｅｒｕillaｒiahnｒａｄａｅ(Ｙｏｋｏyａｍａ)
　　　6: internal mould of left valve, ×1.2
　　　7: gum cast of left external mould,×1.2
Fig. 8;　ＹａｂｅａｄｅｎｓｅｃｒｅｎｕlatａTashiro and Kozai: right valve, ×1白
Fig, 9; Yabea densicrenula£ａ Tashiro and Kozai (right) and Astarte sp. cf. Ａ.　ｓｕbｓｅｎｅｃtａΥabe
　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　　　　■and Nagao (left):internal eχternal moulds,〉くi……………＼…　…………………::゛　　＼
Fig. 10;”Ｇｒａｎｏｃａｒdiｕｍ.”iｓｈｉｄｏｅｎｓｅ(Ｙａｂｅand Nagao):gum cast〉of right external mould, ×
　　　1.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………
Fig. 11;　Ｎｕｃｕｌｏｐｓiｓ(Ｐ?aeonuc?a) ishidoensis (Yabe ａ㈲ｹﾞNagaoﾀﾞ)………internal mould of left val
　　　ｖｅ，χ1.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　　　十
Fig, 12;嘉弘sosaccella sp.:internal mould of left valve, ×1.2　　　∧
Fig, 13; Mainly showing external moulds of the materials d g面tropods fossils; ×1. Bivalve
　　　species are as follows. 13-A･. 　Ｃａｅｓtｃｏｒbｕki　ｍｏｎｏｂｅｎｓiｓKozai:nternal mould of right
　　　valve. 13-B; Ｍyｒ£ｅ?ｍ凹砧ensis Tashiro and Kozai:ｊｎ佃聊爾………mould of right valve. 13-C;
　　　Ｍｅｓｏｓａｃｃｅｌｌａｓｐ.: internal mould of left valveレ13-D:ﾄｊｓ瞬れ£&gp.　ci. Ａ. ｃｏｓtａtｕｓYabe
　　　and Nagao: internal moulds of right valve.
田　代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Plate l
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